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不全患者の血液透析導入時における、血漿中酸化 LDL値、血漿中 MPO値、および高感度 CRP値の動態
と相互連関について解析した。 
 対象は糖尿病性腎症 28例の血液透析導入患者で、初回透析前後に採血を行い、血漿中酸化 LDL値、




 28例の初回透析において血漿中酸化 LDL値と血漿中 MPO値は、透析後値が透析前値に比し有意に





漿中酸化 LDL値と血漿中 MPO値の両者が上昇し、血漿中酸化 LDL値と血漿中 MPO値との間には正の相
関が認められることが初めて明らかとなり、酸化 LDLと MPOは透析患者における動脈硬化の促進メカ
ニズムに密接に関与していることが示唆された。 
 本論文は、血液透析患者における透析直後の血漿中の酸化 LDL値と MPO値の上昇を初めて明らかに
したものであり、透析患者の動脈硬化の進展機序の解明に寄与するものと考えられる。よって、本研
究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
